
































                                                          
*本稿は、第 9 回実験言語学研究会にて行った口頭発表(桐越 2017)を基にしている。研究会
において真摯にコメントくださった福盛貴弘氏に感謝申し上げる。 
†大東文化大学非常勤講師 































                                                          
1 西洋音楽を指す。 
2 本稿における「音楽リズム」は、西洋音楽を対象としたものである。 











































強勢リズム ○ ○ ○
長短リズム ○ △ △
音節リズム × × ○
モーラリズム × × ○
フット ○ △ ○
リズム ○ △ △
拍子 ○ ○ ○

















Deniz Bökesoy氏である。録音当時、調査対象者は 20 代であった。音声は
1998 年 5 月に録音されたもので、なぞなぞは調査対象者の内省によるもの
である。録音場所は筑波大学人文社会学系棟 B613 音声実験室、録音器材
は SONY 社製 DAT TCD-D7、AKG 社製 D112 ダイナミックマイクロフォン
である。 




7 音節を基本音節数としたものが 18 例と最多であったことから、本稿での
分析データを 7 音節のものとした。さらに、そこから破調(資料番号 2,3,4)
と基調(資料番号 13,14,16)を 3 例ずつ任意に抜粋した(表 1)。 
 
表 1：調査資料6 
 なぞなぞ 音節構造 基調/破調 
2. Küçücük fıçıcık, içi dolu turşucuk. 6-7 破調 
3. Bilmece bildirmece,  
dil üstünde kaydırmaca. 
7-8 破調 
4. Biz bizidik bizidik, otuz iki kız idik. 
Ezildik büzüldük, iki duvara dizildik. 
7-7-6-8 破調 
13. Parasını el alır. 
Dumanını yel alır. 
7-7 基調 
                                                          
5 トルコ語のなぞなぞに関する音声分析や構造分析の詳細は、福盛貴弘(2011,2012)を参照さ
れたい。 
6 日本語訳およびなぞなぞの解答は次のとおりである(福盛 2012 より引用)。 
2. Küçücük fıçıcık,   içi dolu turşucuk. 
 とってもとっても小さい樽の 中に詰まった小さいピクルス 
limon レモン 
3. Bilmece bildirmece,  dil üstünde kaydırmaca. 
 なぞなぞ   舌の上ですべらせるもの 
dondurma アイスクリーム 
4. Biz bizidik bizidik,  otuz iki kız idik. 
むかしむかし私たちは  32 人の生娘だった 
Ezildik büzüldük,  iki duvara dizildik. 
押しつぶされてしめつけられて 2 枚の壁に並べられた 
diş 歯 
13. Parasını el alır.  Dumanını yel alır. 
 お金は人が持っていき  煙は風が連れていく 
sigara たばこ 
14. Ufak ufak odalar,  birbirini kovalar. 
 小さい小さいお部屋がたくさん 次々後を追っている 
tren 列車 
16. İçi ateş dışı taş,  biri kuru biri yaş. 
中身は熱いが 外は石  乾いたところ 湿ったところ 
dünya 地球 
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14. Ufak ufak odalar, birbirini kovalar. 7-7 基調 
16. İçi ateş dışı taş, biri kuru biri yaş. 7-7 基調 
 
2.3 調査方法 
記述者は、20 代から 30 代の 5 名(男性 2 名・女性 3 名)である。外国語の
言語を記述するのが目的であるため、記述者はトルコ語およびトルコ諸語
の母語話者以外とした。トルコ語の学習レベルおよび音楽経験7の有無でグ





性別 年代 母語(言語形成期を過ごした場所) 
M1 男性 30 代 日本語母語話者(大阪) 
M2 男性 20 代 中国語母語話者(上海) 
F1 女性 20 代 日本語母語話者(埼玉) 
F2 女性 20 代 日本語母語話者(栃木) 






既知  M1 
初学者 F1 F2 
未知 M2 F3 
 
調査は 2010年 9月に大東文化大学板橋校舎 2号館日本語学科共同研究ス
ペースにて行った。トルコ語のなぞなぞが書かれた調査票を見ながらトル
                                                          
7 本稿では楽器の演奏経験を指す。音楽経験ありの M2・F1 はいずれも長期間にわたるピア
ノ演奏の経験を有している。 










 本調査では、3 パタンの記述法が得られた(表 3)。記述者 M1・F3 は調査
票の文字間に区切り記号を打つ方法を行った。記述者 F2・M2・F1 は調査
票の文字上でなく余白に記述する方法をとり、そのうち記述者 F2 は長さ
を示す独自の記号を、記述者 M2・F1 は音符記号を用いて記述した。 
 
表 3：記述法のパタン 
記述箇所 記述方式 記述者 










2～4 つの単語がまとめられ、小さく切れる箇所は 1～2 つの単語がまとめ
られている。大きな句切れの中に必ず小さな句切れが現れるとは限らない。
また、大きな句切れはなぞなぞ 1 つにつき 2 箇所か 4 箇所で、奇数にはな
らない。 
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句切りの規模には違いがあり、記述者 M1≧記述者 F3 という関係になって
いる。 
  
2. Küçücük/ fıçıcık,// içi dolu/ turşucuk.//
3. Bilmece/ bildirmece,// dil üstünde/ kaydırmaca.//
4. Biz/ bizidik bizidik,// otuz iki kız idik.//
Ezildik büzüldük,// iki duvara dizildik.//
13. Parasını el alır.//
Dumanını yel alır.//
14. Ufak ufak odalar,// birbirini kovalar.//
16. İçi ateş/ dışı taş,// biri kuru/ biri yaş.//  
図 3-1：M1の記述 
(リズムの切れ目にスラッシュ記号を付している。大きな切れ目にはスラッ
シュ記号を 2 つ「//」、小さな切れ目にはスラッシュ記号を 1 つ「/」のよう
に、2 種類のリズムを区別している。) 
 
                                                          
8 調査票には破線スラッシュ記号が充てられていたが、ワープロソフトに該当する記号がな
いため、スラッシュを丸括弧でくくった記号「(/)」で代用した。 
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2. Küçü(/)cük/ fıçı(/)cık,/ içi dolu/ turşu(/)cuk.//
3. Bilmece/ bildir(/)mece,/ dil üstünde/ kaydır(/)maca.//
4. Biz(/) bizidik/ bizidik,/ otuz iki/ kız idik./
Ezildik/ büzüldük,/ iki duvara/ dizildik./
13. Para(/)sını/ el alır./
Dumanını/ yel alır./
14. Ufak ufak odalar,/ birbirini(/) kovalar./






3.2 記述者 F2 
記述者 F2 の記述を図 3-3 に示す。記述者 F2 は音の長さに注目した記述
を行っている。聞き取った長さを長「○」、中「●」、短「・」に分けて表
し、さらに、それらをグルーピングしている様子もみられる。例えば、分
析資料 2 の 1 行目で「・・○ ・・○」と記述されているが、これは短い
長さの音が 2 つ続き、その次は中程度の長さの音が 1 つあるという意味で
ある。その後に空白が作られていることから、最初の 3 つの記号がひとま
とまりのグループになっていることが分かる。続いてもう一度短い長さの
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2. Küçücük fıçıcık, ・・○　・・○
içi dolu tursucuk. ・・○　○●
3. Bilmece bildirmece, ●・・　●●・・
dil üstünde kaydırmaca. ●○・　●●・・
4. Biz bizidik bizidik, ●・・●　・・●
otuz iki kız idik. ・・●　・・●
Ezildik büzüldük, ○・・●　○・・●
iki duvara dizildik. ・・○●　○・・●
13. Parasını el alır. ・・・・●●●
Dumanını yel alır. ・・・・●●●
14. Ufak ufak odalar, ●●　●●　・・●
birbirini kovalar. ●●○　・・●
16. İçi ateş dışı taş, ・●・●　・・○






 記述者 M2 の記述を図 3-4、F1 の記述を図 3-5 に示す。 
 音符記号を用いた記述を行っている。音の高低を区別せず、音の長さと
その組み合わせに焦点を置いている。4 分音符9・8 分音符10・16 分音符11の
3 種類の長さで書き分けている点は 3.1.2 節の F2 と共通している。 
F1 の記述を表 4-2 に示す。M2 と同様に音符記号を用いた記述を行ってい
る。3.2.1 節の M2 と同様に、音符記号を用いた記述を行っている。音の高
                                                          
9 全音符を基準としたときの 4 分の 1 の長さで、8分音符の 2 倍、16 分音符の 4 倍の長さを
表す。 
10 全音符を基準としたときの 8 分の 1 の長さで、4分音符の 2 分の 1、16 分音符の 2倍の長
さを表す。 
11 全音符を基準としたときの 16 分の 1 の長さで、4 分音符の 4分の 1、8 分音符の 2 分の 1
の長さを表す。 




止記号を付与している。4 分音符・8 分音符・16 分音符の他にも連符が使
われており、M2 よりも複雑な記述である。 
 
Küçücük fıçıcık, içi dolu turşucuk.
Bilmece bildirmece, dil üstünde kaydırmaca.
Biz bizidik bizidik, otuz iki kız idik.
Ezildik büzüldük, iki duvara dizildik.
Parasını el alır. Dumanını yel alır.
Ufak ufak odalar, birbiri ni kovalar.










                                                          
12 資料 13「el alır.」の箇所の×記号は、記述が不十分であったために調査票と対応する記述
記号が認められなかった箇所である。したがって、考察の対象外とする。 
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Kü çü cü k fı çı cı k, i çi do lu tur şu cu k.
Bi l me ce bi l di r mece, di lü s tü n de ka y dı r maca.
Biz bi zi dik bi zi dik, o tu zi ki kı z i di k.
E zil dik bü zü l dük, i ki du va ra di zil di k.
Pa ra sı nı e la lır. Du ma nı nı ye la lır.
U fa ku fak o da lar, bi r bi ri ni ko va lar.















 記述者 M1 のリズムを区切る基準はイントネーションであると考えられ
る。単語以上のまとまりを単位としているし、調査中、語末や句末に上昇
調や下降調が聞き取れた箇所をマークし、区切り記号をつける様子が窺え
たからである。7 音節目(破調では 6 音節目もしくは 8 音節目)に必ず大きく
切れる「//」のは下降調と同期している。ただし、その内部は必ず小さく





 記述者 F3 については、音声を区切る基準が複数あるように見受けられ
る。おそらく、言語リズムを捉える基準があいまいなために、記号を打つ






















とある。CV.CV(dolu)の末尾の母音 u が脱落した CVC(dol)の 1 音節である
と記述しているのである。同様の事例は 5 箇所でみられた(表 4)。脱落する
のはいずれも狭母音で、その脱落環境についてはばらつきがある。 
 




母音(環境) 記述者 F2 の記述 
2.「dolu」 CV.CV (dolu) 
u (語末) 
CVC (dol) 
2.「turşucuk」 CVC.CV.CVC (turşucuk) 
u (語中) 
CVCC.CVC (turşcuk) 
3.「üstünde」 VC.CVC.CV (üstünde) 
ü (語頭) 
CCVC.CV (stünde) 
4.「otuz iki」 V.CVC-V.CV (otuz iki) 
i (語末) 
V.CV.CVC (otuzik) 





記述者 M2 と F1 は、母語が異なるにも関わらず類似した結果であった。
この両者に記述に関しては、母語の影響よりも音楽経験の影響を考慮する
必要がある。 
記述者 M2 と F1 の特徴は、音符記号が用いられていることである。音楽
経験を有している記述者が「リズム」の記述を指示されたために、音楽リ
ズムの表示に用いられる音符記号を援用したのだと考えられる。 
                                                          
14 母音の脱落箇所は下線で示した。 





M2 と F1 の結果をみると、特に子音に焦点を当てているようである。その
理由は、音符記号の数から推測できる。調査資料の音節数と記述者の音符
記号数を比較すると(表 5-1)、音節数と音符記号数が一致しているのは記述







資料番号 音節数 音符記号数：M2 音符記号数：F1 
 2 6-7 8-8 8-8 
 3 7-8 10-10 10-12 
 4 7-7-6-8 10-8-8-9 ○7 -8-7-9 
13 7-7 ×-8 ○7 -○7  
14 7-7 ○7 -9 ○7 -8 
16 7-7 9-8 8-8 
 
 また、子音が単位となっていると考える根拠として、記述者 F1 の記述
が挙げられる。記述者 F1 は音符と文字の対応を記述しており、子音が単





なされるわけではなく、記述者 F2 同様にゆれがみられる。 
                                                          
15 記述者 M2 の資料 13 における記述が不十分であった箇所は、×記号を付している。 
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Kü çü cü k fı çı cı k, i çi do lu tur şu cu k.




図 4：子音に音符記号が付されている事例(記述者 F1) 
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An analysis of language rhythms 




The purpose of this study is searching units of language rhythms. Analysis data 
is some descriptions about speech of Turkish riddles by non-Turkish native speak-
ers. Units of language rhythms are written by descriptors such as consonants, syl-
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